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H よみこ♂ J)11 II を迎えに

早や 20 q.：という H i時 H が流れ、サンパチも 、 支え下主る七月慌のお止~－でたくましく

斤って来た ことは 、 まこ と、＇'.i.~I般の外何 もあ り ませA。そω こ とは 、 I・Jiがたきく

々ったとか、卜Iiしl1.立が多いとか、そ八ι なぷl同；からではら：くて、：ι'J~ にスカウテイン

ゲの道を歩んで来たというはこりとそ乙から生れて来た H たくまし~ IIという ．む

である。そ乙（こは、印の歩みの’H跡をrlI心とした，；己録、即ち、団の伝ri己となる、

どうして’主れ、どうしてtiち、｛員jを往して、現 （Eを迎えたか。又、その背；；t、

f寺凶、 nf-1.:rt守活動の様子を知り、まにそれを｛丘え、そしてどんな結果を招来したか

の問の全体保をI切にすることによって、また、日1V＞今後の指針となることと思い

i時の流れと J~に今日を II日にする乙とがiH 米る記.~：口を Jill えられた乙とは、本当；こ

ゐりがたいことでゐる。 II l時 H のmeれとでてえば、 ＇ii~ I；哉的にいえば、昨日（過去

）、今円（現（I'.）、 I I月日（状＊）、があります。特 しスカウト｛ζゐつては、 ＇ir~織

的仕〆I fl~j M の外（こ、 1どに深い．ζ（11~；での H II与H があ ります内 H ともは行く H とい う

む111ミの l時で、 rr111江崎というお続の中（こそのことが泣かれています。品先と竺 1~；1fo

とのこツのi時で、迦縦lj常識が］な時 、 三原1mとは「如合一致」したl時で、と己

｛ζ手をとり合って行くという設く人、 IHIく人との拘！ 日日ら ~·i.enにめぎめた向 ftの

必の時である。白jの和l台と 、とt,（こ予をとり合ってとは現1乍の今をさしおいては

f！く、その乙とが、 flll；｝＜速を怠味します。 人間jfl I圧の11¥1に人一人一人のいのち

と絶体人的 I 11J拘といえど bi巴す乙との u~ ~長ぬ人怖を認め合い、一律手写で仕い

一人一人のじ念、一人という権威その人に孔はっている惇戒を人間相可．の IHJ に.~き

め合う時、点のスカウトとしての存（fの店元かあるし、で往ければ、円らをもプ？

し、他をも；！；するのスカウ卜としてω転t誌を．也：l味寸る。 サンパチのソフトといわ

れる一刻け分析してみるとこん～乙とが流れとしてあるωでしょう。

父、 f'tt ヰl織の；i!j・!R~ ら、綜合性があるから t~h J J ti：かめるとは l担せませ八か、 l・lいll織

ω綜合性か、 (jっきりしてくるにつれて協 jJ tl：か生れ、そして何個人向体の協力

性が＇ I::ft，たれかがmJ.tJ.するのでけ t；くて制 Ij_ に l~fi J Jすることが、同時にr/Ji』）） ~ れ

るも ω と I~ る 1かリで 1.f く 、そこ にf与手，，~ftlffl ち打iiL：えて行く l作において、 I・JI 店－ 11~
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Lt、：，： ：こよりもありがたくうれしいことである。
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さんItち初年のあゆみを小りかえって、思うがま Lに綴っ

てみた。当時作成した資料等の託銀を切リ刺しだので＼

；んむ名前をつけた 何せ古い誌でもあるから、あやし11、

G部分も多々 あろうと問、フ、正確な記録lごl[）＇げたじので

実意をご存知の方は、この J 穀了さ汎i広夫妻ありがたい。
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ゆずり、

7 [・JIの1r-y怖をゆずって現呼仰にfょった。

'if!.えは、ft団当時、大谷大学スカウトのがf-U乙よって歩みはじめて以米、

カウト．スカウ骨ーが坐れたこと向の：11の：・1である。

こωささやかI£刊とはいえ、円伎の問！日し、と j宅に、！j.＇＜乏していただき、今口を 1出え
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35年夏
( 1 9 6 O) 
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昭和 35年秋～ 36年夏
(1 9 6 Q) ( 1 9 6 1) 
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37年夏昭和36年秋へ）年の；ノポ＇Jジャア二ノブ ．．．． 

¥1962) (1 9 6 1) 

アジア・ジ々 ンボリ一回記

目II 肉 ー理 ヌ

cff:TJB.1実は少将ンボ・ I）ーに券加’
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長昧を待って I＇た． 午前三時，先存在再生

三三一路念渇へ一一． 六時半lて到着，車耳

，ョa
a寧'l~》禁'J－、
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38年夏
(1963) 

昭和 37年秋～年の隊年長除手を
(1 9 6 2) 

ウlゅの7・レ

のだめ習込長

約 l名：易え

f¥/o3 隊長さんlτ2級口しZもらっT三
対仏、、0まhように2純1::.T(l:，＼：：治献
しT弘、〉

人｝oL十ー
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ぽι0: 2~＆1二tt;:".T:::.o.も十仇ひと.－，l:：可。
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流行 語
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昭和38年秋～ 39年夏
(1963) (1964) 

1 ~o 39算委国務

？管楽楽寺長楽楽寺持＊＊＊＊＊楽楽楽楽＊楽求＊氷＊＊楽楽事長楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽
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己":7 じニ；：y 楽
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になり、少し合計我くなフ定主う l こ；怒ります。サイ ~l~ .ifi~~ 
τ叫、y刊い｛、まりにくくて乙まソましι ズれ！こヘヴ.；~＇＂すぐ’
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昭和41年秋～42年夏
(1966) (1967) 

新入琢貧弱車
略国，＿.Ae 'fl.・ 
併ホ＂＇・ .野·~
，，、松崎梯履治

岸工糟喝内穐耳

石田湘伽.
，）、林司~~~島

幸三ゐe、【品目－

E診
固ポ広尾
田山言Jj

一？ト数 [Y §) 
省名 田中約三国撃事l奇
．滅後日似正目今村

末吉平フ｜く野孝

ふ石川県融
らュの湖併内

トイしを耳弘司、でi不ケイ4食事的
ウ〉ラヂ入？-Z.ぃ巴，

工ヒタヅード、
大事長国J;｝マイ大＝アリ〉ヌゆ口Jユが‘、

切札．襲議長絶（その後けLτく聡）

最ぬ日．ザ暢がそばにあ去のを
聞いz. • 

毎回礼7：、；t.（ス刀ウド？？京芸
乙ホ七三戸ワ乙ワ〉

ノヂ/,7宝4日IDS~在

「尋で柑f2級I＇梧 i菊 l草｜菖士！ 券 考

回~~L,L ! I；ヨ「 A; 0 i 0 I 0 I ・ 0 0 6用老回 札の事長安験CAMP  

::JS i /2 j 4f-I 0 01 0 。和国政キマシア γ10目安部平7 ンポリー参加

:16 l /6 ! b l,l. 。。乙o~ 神崎F邑芋ヤーアヲr＇＇回
． ， 

． 37 i /2 12 i s 3; 0 アラアジマン F リー参万ロ 山中 5白平ヤンア

'3g タ： 12I LI- 2 i 2 0 i s sを敵 tt1ト弦敵ζAHP't/2目安供'r::I別制金支同総蜘

ヨヲ ι,t. 6 ! 3 s I 2 I 0 t日欧州P 何回開平ヤンrリー参加

~ ι 6 I LJ. .:,t. i 0 0 i丈悲山隊ιAMPA.夜間間夫会参加

LI-I 21 Lt 3 ／ 。oj ？広ら5 ，まCAMP.~舟四日事乙守ン~·J－参加 山中 I;SCAMP 

4ι之 ／ 。。程調JiCA門P予定 ~／.主目安~苧マンrリー牟加予定

注 歩 斗丈三足寸ナニノ ） ＼~ 4-;a、三王の

少寄宿 -:z:nワト区役生じていまいご〉
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号gl5回競肝ヤ〉柿－心長ヨ~ ） 
ァ民野本・末吉平新潟佐変 4修所〈防持動口
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昭和42年秋～43年夏
(19 67) (1968) 

告iを楽寺i毛争j寺楽楽争i寺普iを争iを楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽帯

主SS隊長 スご 卜数砂 ~ 主
主 l)＼川玄 ぷ 名田原島如 固御 堂
菜 園中ll）ε回野本吉 田大まね ー 条
委楽楽来来来場毛楽楽楽料楽楽楽楽楽来楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽来現場来林業

年

f cム 長 iリ長 スカ円ト 数 マペ マ く手 マ くま Vけ い … 汁

36乞 科位井昆 桑原 ＃よz j号白珪
塁手厄通 小l室 恵山色 ヲモ雅
忠良 3主権吾亀えみち宋
茶元 南fJEB 
ペサ印

の隊手色隊．，回・ノX司圃．．．． ロ
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米 営面寝 中Jll悪 フ崎弘・野ヰ5・討）11 I ・高橋良・中Jib;~

層リ内積三芸き手・負え二上田ε・氷室長五号
湾比3.斗.1 蒋隊 羽田 ・開守昌・Ep7J誌・頃j内健不
夏 場恐・寺i靖・山村和1 : 
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βぅ．おめ指導着為戎5色動7積不量的におfJ ,.. 米
オ：？：.＝－｝：－－：＿ lユ平l）銭。m切で平副フノ刷采得一日1~ z ヨ3Lt3.4-.1（同）38回ロサt滞隊勃日寺錆也※
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日本では
・資本自由化、金ブーム

・吉田元首相逝去

・ミリタリー.）レック流行

・サイクリング・ブーム始まる

・ヒット飽「小梅のひとよJ 「君こそわが命J

世界では

匪b
国金問リ

回大喝ε

巨） ~ 
国今村田山昌JJ 

回大易智目、t田JII 

I "J'や ＇）ことlゴ、

忍宏、男巳fJ.
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：~ト数 ~ 
三五 名 園払芳ε
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A持，s~··ぉ

利勝
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昭和43年秋～44年夏
(1968) ( 1~69 ) 

告！毛争i毛争jをき！毛楽楽楽寺！苦楽楽楽楽楽寺i毛楽楽楽寺！寺舎！毛楽楽楽楽楽楽楽楽寺j毛楽楽楽楽楽楽楽帯

主ss隊長 スてト数巨診 巨診 芝
き J 名園q亦守三 国友混 堂
義 I) I)/ l玄結手団創日野崎 目t~野 菜
笠 lO庖i年を記念して邸眺め38という白番号をもっシ二ア隊ヒチーフ減活動主
系を姉、しがしラ包｛持団札くは予ニア陽神い団側附く企図否事
米 、斗政しがなかっ巳。 制受．言諸予の38~絶対巧兵いごう也、と奮う・来
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色杓 品不j長 β 白原由主
氷室与場内田 予せ田

北里ゐざま

の主手周

三滋賀崇

Io 

雪予志す冒
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o静イヌ均モァト秦野針「38間尺剣主寸宿年左記乏して、言E愈言E左側乍7る。
／「，... 

1 （｝ ， い業＇＊＇~とし、 4 間年、 8 回年言権氏、秀扮~のう刊号乞 i内務室
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フk野ε固 各 国ィω島国大島智固山富＇ J国金助j
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一時芳和ヘ（悶）．舎営側ちJ島常。

国l長

フk里予孝

・

．
一
田
町
∞

（昭心｝

一
《流
行
箆
v

一
メ
キ
シ
コ
・オ
リ
ン
ピ
y
ク
で
雇
彊
ト
存

一

一
の
三
宅
兄
弟
忌
裕

一

ぱ
ン
テ
、
選
宝
の
こ
こ
ろ
は
一

一

i
一
「b

＝・
η
・〆ヨ

l
’
b
Z
E
コhr
動
一

一
包
ご
こ
ろ
、
矢
将
、ノ
ン
ポ

υ、
－
a
1
1
4
3

」

41
I
’’

A

‘

一

一

ハ
レ
ン
チ
掌
曲
四
」
永
井
監
布
市

一ス
ツ
一」ケ
ル、

と
め
て
く

η
る一

，

、

一

一

、
擦
の
弐
星
』

向、

一

な

お

っ

か

さ

ん

一

二

－
z
t
z
a’
『

．

町
「
巨
人
の
星
」
⑦

史

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
わ

ヨ
ー
一
茅
ト
横
手
U

中
封
μち

「
3
6
5
歩
め
マ
l
J
J
熱
美
学
撃

－R3億
円
事
併
記
－
－
る

1
1
 

E
 

ごと
出十b.21～22 努ー回＇）－9氾刑l彦会 （ぅゑ賀要目玉神社）

寸J7-・、活動E中心とし正日L二局リー%不自主郁彦
ヌ参加 （1hll＼玄・宮白骨岸田・7暗号ヌ・石ゑ・末b , 

イ；：，:zJ-うつヲー津田．哩予約、陸自問権i鶏〉

日 本 で は

・川鍬康成、ノーベル文学賞受賞 ‘一一一
．成田空港開股1こ伴う宮里塚闘争ぺてπr・3帽建ての霞刀関ピjレ完成、 1－－ケモふ

超高層ビル時代の幕開け
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ラ
ス
の
峨
』
わ
た
年
ベ
ま
さ
こ
船

ニ
ャ
ロ
メ
登
渇

コ
ン
ト日日
号
人
気

申
人

「
ム
｜
ミ
ン
」

店守

1

．
『
ハ
レ
ン
チ
学
園
』
テ
レ
ピ
化
き
れ
貸
否

E

堕
古
る

熱
ス
カ
ー
ト
め
〈
り
涛
何

「
サ
イ
ン
は
V
」
⑤

「
ア
タ
ッ
ク
N
O
－
－

L

⑦

ス
ポ
ー
ツ
線
性
も
の
プ
1
ム

「
秘
密
の
ア
ツ

コ
ち
ゃ
ん
」
⑦

「国
南
ネ
コ
の
タ
ン
ゴ
」
皆
川
お
さ
む
⑨

オ
l
．
モ
ー
レ
ッ
，
f

『

C
M｝

は
っ
ぱ
ふ
み
ふ
み
（C
M】

きご と
プ《三~-g《2開局

4-？.戸 υ宋音平・ フ~重厚意
ウyド）＼＇／会主きい参所

L十日才5回目安今ざ
リー （若手町第霧調ぷ

判、10 倍以まち ’ ~ 
・陽蜂」倉リ予J

Wjllさわプアミ-c!!3友刀手リ

日本では

で
L↓5.6.斗

・8米首脳会践で均縄返還決まる（佐高島・ユケソン）

・よど号ハイ ・三J令、yクさる

世 界では
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昭和45年 秋 ～46年夏
( 1 9 7 0) ( 1 ~ 7 1 ) 

告！号来争！を楽寺！を楽寺！寺号j寺舎jを争i毛楽寺！を争i寺舎：刊号来栄楽楽楽楽楽寺j毛来争！を争！毛楽楽楽楽楽楽楽楽楽来

季ss隊長 吋ウト歓§） §診 b E》 業
主 I ) ) 11 ＼主 三 名園イ山清志回大ぬ固山島リ 固細11¥堂
呆 一 団側 白 金 岡lj回広瀬田土辰五回大島尋
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽

年の分＼3回世界フヤコポリー

ぃ一一 一…~:・ry-~ ~w; ~ 泌がーマ六十…つ
末吉平 28包 基と骨j 王、l章 。著作品 ~lll . 

－ ……  ラ布約 荒示品←－ • w"- おく坊ち

隷｛黒字陀難柿
芯しざめ国の雷随

Eタイムマシシし二のって康治人の也界ヘ占
米米米米米米米米※※米米米※※米米米米米米米米米米米米米米》長※※》英米米※

美RS 戸主 スカウト数 新入スカウト 中木五 ・凱角 ・松尾 美
L十J川恵 17名 .. ＋ 辻

※ • I rあ山のち諦さん」 米

※還暦を淘し lトll¥ 4C.~主 L工房警奇喜支持集 主主

安「ゲゲゲの捕さん」 育会会主主唆怒そ広とで 美
※ I. F 宇 '.r-~'.r· C7¥ y..、島t;;L~ ＇？.、b芝うじ れ々坊主的 ／＼供頭
※ 葉しいな、業L¥,'1な坊主1：：.減おCち誤験も いっち止 寄の人気~
※ l可l三も了Zい 一 三九三£主主動さん危I訂以
※ 午、 r 'r'F'J:・(J¥r、官んの玄諦ルデ・y｝－，，，下、 災暢埠ロユ1－：.：：：還暦百呈層ぱ 米

さzヲ予防、川下忌JJ:J'Y<-i7Z・みまし、リ出 r議掃マん」 く柄小侍頭！）＂；..－－） さ
爪 亨ιいな紫しいな坊主l訊念主主ε 鶏予のわj市 設舟さんId" ,., 
ぷ 善悪長も同1::::€.,tj\\ タ諸島品、じいさん 米

※ 3、下、チヲヲh ア 夜｝王、品（.~Z.、、ガリ切リ「ゴ歳l立とっても制限君1三時I J° ※ 
※ 突し＼＼l:;r柴しいな 坊主l=M局私7旨題も 干鼠いマI~い身1〆しきる
米 両1：：も:r~い ． そ九件サカ イャサ力イヤす7フ ※ 
※米米》炎天※※※※※※》反米米米米※※※※米米※米米米米※※米》英米米※※米

~ ~ 
田中lリ建国予恥馬

目吉Bを田中1111注

⑫ 
園駅羽
田ル液g

巨〉
国三吉
田、）嘩

~ 
国 ＼）＼寺
田河内

スカワト数
32名

禽＃ 大薮｛空間 u

Jto,. ~金酌j

店。）I¥ （亀岡）ご立

） 工ピ川 ~：~~j 
う可臥馬支主やIすと、 大崎借金~·1;
リー夕、のキvシ坤宅衰文愛関t色

Understanding For 

《
流
行
箆
V

－

モ
テ
一
一
」
テ
笠
宕
ヴ
づ
っ
て
る
一

ド
パ
シ
、

ど
も
九
ね
フ
一
フ
ツ
一

フ
ユ
・

＝」
フ

a
mフ
！
閉
山
一

回

a

－Sる
ぷ

ワ
ル
ノ
ツ

一

ごと 司、
基 寺

¥)' ll I性霊歴混い 〈清：いち仏ん二動贈る〕寝台

第13回也界ジャンボリー（拘霧葛原〉 言
L’ BEeら Ci<ευ とLe口ー八一

Jソ歩叩 斗ヌ行鴇pる孝司主

き
斗-b_l十

4-b.も

で

－

－

由

司

自

（

昭
江
川
）

万
国
国
内
大
阪
で
開
催

安

zg大問
、

東
京
で
妨
ま
る

可
ダ
メ
お
や
じ
」
古
一合
三
敏
t
司

「銭
ゲ
パ
」
ジ
ョ
ー
ジ
秋
山
－4
4

史

「
ア
シ
ュ
ラ
」ジ
ョ
ー
ジ
秋
山
安
有
害

コ

閃
k
Hに
市
’£
さ
れ
る

－

「
ト
イ
レ
ソ
ト
博
士
」
と
り
い
か
ず
よ
L
－且
a

熱
「
み
な
し
ご
ハ
ッ
チ
る

『
あ
し
た
の
ジ
ョ
l
」

－

mv

『
赤
き
血
の
イ
レ
ブ
ン
」

⑦

「
お
〈
さ
ま
は
ゆ
才』

mm》

「
走
れ
コ
1
9
ロ
J
⑩

肯

D
I
S
C
O
V
E
R
J
A
P
A
N問

一-39ー

日本では

・三島由起夫自決

・箆ね~ルック、サフコフリ ・ Jレツク笠ii

・ハイヂマvク rd="ど号；＿，

・議録t7T耳そえ

世界では
・スリラシカ~虫主 〈セイロン〉・7フシカてジアワーデヲー
・ ニクソソ・シ3 '7ワ
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昭和46年 秋～47年夏
(1971) (1~72 ) 

来楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽封善寺持楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽来栄

雲55隊長 国l長 スカウト数~ E診 ~ 'Ev 童
委 未吉平協 I言 名 目帆~長田山忌tJ § ~11 ＼ ま

園 田匂lj日広瀬田:i::Jer回 大島智来
栄 一一一、．一二三、d与－＝－』二一 争終

~予::::::.c占的？？務lj\tlJ---=司＝ ・.-業 幻移動キ匂ンつ。 ／~~ -/f:Yy ~ J 主
－ご て ／〆｛／：ご吠j J 封毛

封香 臼心県 －＼、 ／ r：イy守ち』 J〆 卦昏

来 F名合ε 令ロLε＂－・？ 一、点〔I＇－＇－〆 享
常 （〕‘Eヲ固a ，戸一『、v、L（＼』 、J、《 戸4 ／つ争持

雲 無人皇

芝 スカ勺ト吟室少；突戎し1=~ L) 6 。希E令A遂 r 扮J柔
楽＊号持楽来争特封毛楽争！毛争持卦毛来争持来＊封毛来来＊柴来争幹争持争持楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽

※※※※※※※米※※※※※※※※米米米米※※米米※米※米米米米米※※米米

支RS隊長副長 …数 新入スカウト 長
※ 肖1 ¥ I名 今約十 ※ 
支 呂由貿匂11)t ※ 

※ 
※※※※※※米米※※※米米※米※米米米米米米※米米米米米米※》長※※※》英米

《
流
行
信
》

ガ
ン
パ
ラ
ナ
フ
ッ
チ
ャ
、
鋭
サ

ラ
、
鋭
部
会
、
ヘ
ン
シ
ー
ン
f
、

二
戸

・
ミ
ス
、
日
本
人
桔
側
、
ご

み
蛾
S
・

－f
色
合
フ
臼ま
F

ごと
斗7.b～8 大銃後国際午マ〉ユスタy対尋

ミ三／かン廿7予トロイト（九一jl，ったハウエ）レ
SCOUT k'E三εR＼ρ司lDN)

きで

三深田

与と兄港各め協びゑ’））

肩書
事
毒
事
主
著
書
千
軍
要
事
平

E診 匿p ~ 6> 
園 、）、室 園桑原 因 仙う陶国 土平内

田事務豆 目えき白芳 田利根川ぉ目内定暴
域主二公 苅 B匂石）＼¥ ~·き。侵略

数

名

松

和

主
固
リ

中本寸三角＃

耕作ポリー事一回北斗弛区大会
く比定又平ワコ→レ夕、ラ〉ド〕

L十7.ちづ子毒1;f_無人島

－
－
∞
吋
一
｛昭
川刊
）

ジ
ャ
ン
ボ
尾
裕
ブ
ロ
ゴ
ル
フ
選
干
繕
優
勝

ポ
ー
リ
ン
グ
・
ブ
ー
ム

『
男
お
い
ど
ん
」
松
本
零
士
⑧

「
小
さ
な
恋
の
メ
ロ
デ
ィ
」

⑧

史「
7

7
と
遊
ぼ
う
ピ
ン
ポ
ン
パ
ン
」
⑦

’

p

d箇
ラ
イ
ダ

J
＠

E

『
帰
っ
て
き
た
ウ
ル
ト
ラ
7

ど
②

熱
変
身
プ
l
ム

仮
面
ラ
イ
ダ
l
の
カ
ー
ド
集
め
は
や
る

「
老
人
と
子
供
の
ポ
ル
カ
」
⑧

ガ
ン
バ
ラ
な
〈
っ
ち
ゃ
⑧
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写二二〉

日本では

．沖縄本主復帰、米軍基飽残留

．赤軍派の浅間山廷夢件

・事ム地説仇イタ4我 司当日決

世界では

・国際通貨危材t
・ニ7ソソ訪中
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エ己、ノートムム

で之仏三／ と タヌヨそ

4宅 I：：写払之一覧ヨハイフ
ある噂村

料ま盟問ワインきE争う



48年夏
(1972) ( 1~73) 

き；寺舎！毛楽楽寺：時総長会長楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽－料毛楽号制待楽楽＊＊＊＊＊京本来

支ss恥 .;11] ix 吋門、忠臣訟 ~· ~ ~ 主
支 持手 1k払 ~ 名 園鶴田 園初 回跡、 固足立 主
祭 叶 f ル 回 困 小寺圏内縁困中I｝億圏中l）控呆

来
栄 イ手宣乏fllE 告持

委 zのれ邸l吉桑l：：行なかれ、伊豆鳴動h ン7。刊で 2泡 38 来

事 の有程で行われた。 これ広場くの中の司王)J~＇ 2つに砂 れ三島てその理 条

委 がそれぞれ別々の行動をし、識の百に何ですけ友だっ問、 主
登 りータ”ーが初日めか 2迫 E川舗になっマしき.， f=-o 主
キ ( srJJfb.rss徐l出竹川） 来
栄来栄料を料を号機事闘機楽楽楽楽楽料持味料刊を楽楽楽楽楽楽~全土土史玄

米米※※※米米※※※※※※※※※》英米※※※※米米※※米米米米米米※※米※

支RS隊長 ス加数←…ト 角持 委
※ I／ 名※
米 中川毒 新 入スカウ卜 ※ 

本裏本 .~山来if . 抑1 1\ •大島松本 e i1~J ~ 
支 広瀬銅＇ l渦駄 ※
米米※※※※米※※※※※米※※※米※米米※※※※※※※※※米米米米米※米

で

昭和47年秋～

29 7. ，ー『J

－・
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司

岨

可
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刷
｝

れ
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冬
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孝
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ジ
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プ
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メ
ダ
ル

償
弁
庄
一
氏
グ
ア
ム
直
腸
よ
司
帰
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パ
ン
ダ
の
カ
ン
カ
ン
、

ラ
ン
ラ
ン
来
日

史
「
大
草
原
の
小
さ
な
家
」
ワ
イ
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ダ
l
⑧

’
P

Fカ
ベ
ン
』
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島
新
司

3

－
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ベ
ル
サ
イ
ユ
の
ば
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』
治
国
理
代
子
参

熱
「
あ
し
た
錫
〈
』
堕
章
容
ミ

「ポ
l
の
一
線
」
萩
尾
望
郷
骨

9
H
．
問
中
行
相
・
句
紡
中
に
よ
リ
日
吋
子
連
れ
強
』

⑧

高
富
山
山
・ω
月米に
高
から

（
？
誌
の
千
五
戸
、
＠

パ－
J

ダ
が
附
－u
リれ
ト
野
動
物
闘
は
迎

『
セ
サ
ミ
ス
ト
リ
ー
ト
』
⑦

日
長
伎
の刷
刊

「
倹
傑
ラ
イ
オ
ン
丸
』
⑦

「
変
身
忍
者
胤
』
②

『科
診
4
H
誠
忠
陣
ガ
ッ
チ
ャ
マ
ン』亭’
’

J
ジ
ン
ガ
l
Z』
②

オ
レ
ゴ
リ
ラ
．
オ

ν景
品
AC
M

暴
走
即
時
間
昭
t
b泊る

『

F
…品

《流
行
自
由
V

L44
ど

3
4う
‘
酌
決
易
珂
品
撞
耐

叩
ぬ
る
帯電
九
付
言
煙
筒
代
一
京
風
喝

の
三
ア
｛

J

6

d

ニロヒ
J
I

－－
c
i草笛

と

中村三．角ヰ守

ウッド）＼＇フ与度4今村入怖

BS督権井2ti期＠吻〉

、．，．、
、－、国き

受ヰヘ官主員

事宮崎守
山 1I ） ~ 

中島今

中川＆

面不Tit.

酌科書苦

FヌIB.;t.

4子角tt.

＠ 
田谷弘
田 義 ト本す

数

名

野

外

Z

j
－

m

｛／
｝固

自lj長

日本では

・江崎F宮~奈、

ノーベル物理学賞受賞・5有志閉山社，犬量1)：：，：ナ
・5中象亀豪と取る

世界では

-43ー

・ベトナム停般

・さ2ン〈ン対Jシ回ッ7

ζ＝与－－．．．． 

1手~~亡 L－ … ’ートーさ ー… 
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昭和48年 秋 ～49年夏
( 1 9 7 3) ( 1 ~ 7 4) 

き！寺楽楽寺i刊を楽楽寺i毛楽争iを争｛寺舎iを楽寺！を来争｛を楽寺！寺争！をきj毛楽楽寺iを来栄楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽

堂ss隊長 話lj長 スカウト敬~ ~診巨診 堂
妥 結平永野正 J包囲中Jll稚園均国同 委
米 喧匂ti億回μ匂白井内田桑原 手幹

事 日本沼〈縦断車rLE Lポド齢、内ン竹本じきる） 喜
楽来栄楽楽争闘機楽苦闘機楽楽楽楽寺i待料·~料楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽

米米米米米※※米※※米※※※※※※※※※※※※※※※》英米米米米米※米米米

三RS隊長 初 ト数 ← …ト 明守三 米
※ 

米 田＼＼＼怠 lワ名 新入スカウト ※ 

~ I 内最博・本方・星野部帰京螺11＼委

米 鶴田．、ト柁・初京 米
※※※※》英米※※米米米米※※※※※※※※米※米※米※※※米※〉民米米米〉英米

年の年周5 

長一一－－一日
高木孟 語畢

15周年
問 H 糊 持参 制約 則的 制樹 三

蝋
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二
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U
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マ
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愛
と

F
建

一騎
、
な
が
や
す
巧
RR

捕
手
で
ち
た
．
中

J
J
1
1人

気

・
！

間

・完

走

場

人

熱

け
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刊
ば
気
中
3
ト
リ
オ
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と
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山
本
リ
ン
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の
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国
け
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に
人
気

均
四）
神
田
川
』

一
円
以
ド
ィ
γば
て

『
危
隙
5
7じ
い
わ
勺
M
Pリ
怜
多
発

件

摘

コ

品
旦
「
ヅ

晴

靴

l

＼
寸
J

回
早
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一

初

創

刊

市

井
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♂
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。
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＼
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